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 本論文は、景徳鎮における製磁技術を製土技術、成形技術、装飾技術、焼成技術の 4 つに分け、
この 4 つの技術について文献資料とフィールドワーク資料を検討することによってそれぞれさら
に細かい技術について細分化して分析した点が高く評価できる。さらに、従来の研究は、製土から
焼成までのすべての工程を全体的に考察した論文はほとんどなかった。景徳鎮の製磁技術を全体的
にまとめた論文として、将来も研究上参考にされる好論文と言える。 
 製磁技術を研究する場合、成形技術から焼成技術について対象とすることが多いが、製磁の基本
となる陶土を作る技術を取り上げた研究は多くないと思われる。磁石をどのように発掘し、さらに
それを粉砕し、水簸し、陶土を成形するまで実地調査に基づいた資料と写真によって各段階の技術
を検討している。さらに、それぞれの段階で使用する道具についてもきめ細かく記述している。そ
して、本章の目的はそれぞれの技術と道具が、20 世紀初頭から現代に至る間にどのように継承さ
れ、あるいは変容しているかを論じている。この研究方法は、第三章の成形技術、第四章の装飾技
術、第五章の焼成技術も同様であり、このように、きめ細かい技術と道具の調査をきちんと行い、
その変容について論じている点は、研究方法と研究内容において高く評価できる。 
 第三章における成形技術の論考では、陶車の歴史的変化について多くの歴史的な図によってその
変化を跡付けた点は、人力から動力への変化が明確に理解できる記述である。さらに、観光による
実演で利用する陶車は、清代から 20 世紀初頭の人力による陶車を復元して使用しており、工場に
おける技術の展開とは別に観光実演では伝統的な設備と道具が使われる。この景徳鎮における製磁
の観光における技術を、製作者の技術との関連でどのように位置づけて考えるかをさらに検討する
必要もあったかと思われる。しかし、観光から製磁の技術をみる視点は重要であり、この点を取り
上げたことは景徳鎮の製磁技術の変容を全体的に考察するうえで重要な研究視点であると評価で
きよう。 
 第四章の装飾技術において、染付技術については釉薬の生産から釉かけの技術、そして染付装飾
道具まで詳細に検討されている。しかし、もう一つの装飾技術である赤絵あるいは中国では五彩と
の呼ばれる色絵の技術について検討されていないので、今後の研究に期待したい。 
 第五章の焼成技術では、柴窯の変容やその燃料の変遷という焼成の施設や道具の検討から始まり、
窯詰の変遷まで焼成作業の各段階の技術の変遷を細かく分析している。さらに、焼成の主作業であ
る本焼き技術については、24 時間眠らずの作業に参加し、事細かく調査したことによって本焼き
の実態が具体的に表現されており、本研究が実地調査によって理解できる生産者の「実践知」を汲
み上げて技術の分析が行われているという研究視点が明確に理解できる。 
 本論文は、以上のように景徳鎮における製磁における製土、成形、装飾、焼成のそれぞれの技術
をさらに細かな段階に分けてその変容を明らかにした。終章では、その変容について清代、20 世
紀初頭、現代において①ほとんど変化しないで完全伝承されてきた、②変化しながら現代に伝承さ
れている、③消滅して伝承されていないの 3種類に分けて分類し、さらに現在の製作場面を①工場、
②擬古（複製）品製造、③観光実演に分けてそれぞれの相違を比べている。問題は、これらがなぜ、
どのように伝承され、変化し、消滅したかをそれぞれ分析することである。変遷の要因を、消費者
側では民衆の好みの変化、複製品愛好家の影響、観光客のニーズとし、生産者側では現代的な設備
と伝統的技術の双方を活用する工場の存在、技へのこだわりを強く持つ職人の存在など生産者の多
様性が影響を与えるとした。 
本論文は、景徳鎮における製磁においてさまざまな技術を事細かく取り上げ、その変遷を調査し、
さらにその理由を考察した好論文である。したがって、審査の結果、本論文は博士（歴史民俗資料
学）の学位を授与するにふさわしいことが、審査員一同によって認定された。 
